



の人口概観が掲載された 1998 年から 10 年以上
が経過した。この期間に日本は人口減少を経験し、
また全国規模での市町村合併いわゆる平成の大合
併が生じ、全国に約 3,200 あった市町村が 2013



















点で知多半島は鳥取県（588,418 人）を約 2.7 万
人上回っている。
　人口が多い順に５市５町を並べると、半田市







　1970 年を 100 とした人口指数をグラフにした
のが図２である。知多半島全体では 1970 年から
2010 年の期間に人口が 145 まで増加している。
とはいえ人口変動には市町間の差が大きく、知多






















非常に低い。他方、1995 年と 2010 年で比較す
ると昼夜間人口比率が 10 市町平均で 87.9 から
92.2 へ上昇するという変化が認められる。常滑
市では、昼間人口が 8,679 人増加し、昼夜間人
































れる。1995 年と 2010 年で比較すると、60−69
歳以上の年齢層で人口が増加している。これに対
して若年層では 10−19 歳と 20−29 歳にみるよう
に、人口が減少している。ただし、0−9 歳では













たのは 1990 年以降である。1985 年から 1990
年の５年間に外国人は 2,302 人から 2,581 人へ
と 279 人の増加にすぎなかったが、1990 年か
ら 1995 年の５年間では 1,749 人、1995 年から
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